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毛筆書写は国語科(詳与)学習に生かせるか

社会科学習を支える惰意にういての一考察
」^卒業直前の意識凋査の結果から一上一

中学生の歴史的兒方・考え方に関する一考察'
^歴史新聞(社説)の分析を通して^

回路実,験において、定量的な扱いと定性的な扱いをした時の

学習効果の差異について

^超低周波発振器を用いた電源回路の指導を通じて^

刃物紀関する指導の試み_ ,....

男女共学1てよる保育領域の指導に関する研究
'「^評価に基づく指導の改善^

中学校週.三時間英語を考える

^話す活動と他領域の活動との関連をばかった実際の授業を通して^

たくまし(.、生活力の育成

^宿泊学習の実践を通して ..^ー

保健室経営の理論と実際 、.

昭和57・58年度本校ならびに本校教官の研究活動
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物事には普通終わりというものがあるが、なかにはどこまでやってもこれで

もう全部終了だという、いわゆる終点のないものもある。その中に研究沽動も

含まれる。研究という語を広辞苑で引いてみると、「よく調べ考えて真理をき

わめること」とある。人間が他の動物と異なっている点を挙げよと言われると、

実に様々な答えが出てくる。ことはの有無、感情の有無、知恵の優劣、その他

肉体的特徴などがよく挙げられるが、忘れてはならないのに研究心がある。他

の動物は本能的に自分のまわりのことを知ろうとするが、これは遺伝的に親か

ら子へ伝わってゆくものであって、真理を探求しようとする人類個有の心と異

なるものである。われわれ人間は系統だてて計画的に、人類の生活に影響を与

えるものの実体を見きわめようとする。身近かなものから遠くのものへ、具体

的なものから抽象的なものへと広がって行く。もちろん、研究の結果、真理だ

と確信していたことが更に研究してみると真理でなかったり、ある特定の枠組

の中でのみ通用するものであったりすることがよくある。とのような真理でな

い結論を導き出した研究は何の価値もないものかというと、決してそうではな

い。大昔から現在に到るまで、多くの先人がいろいろな研究をし、その結果真

理だとしたものが、後世になって否定され、修正された伊」は多い。現在われわ

れが真理だと思っていることも永遠に否定されない、と断言することはできな

い。研究で一番大切なことは真理を追求しようとする心であって、真理が得ら

れたかどうかではない。初歩的な調査や、素朴な疑問を解決しようとする努刀

から、いろいろな面に発展し、多くの真理の獲得につながってゆく。しかも、

われわれは自分の世代で行なった研究結果を次の世代に順次伝える手段を持っ

ている。動物でも生まれたときょりも、年を取るにつれていろいろな経験をし

序 文

学校長 大 上 寛 親



て賢くなってゆくが、残念ながら自分の得た知識を次の世代に伝達する手段を

持っていない。代々その子孫は同じことを繰り返しているだけである。それに

比べて人間は知識の蓄積が可能である。先人の行なった研究をふまえて、更に

その上を行くことができる。一人一人、あるいは一世代一世代で行った研究や

得られた結果は微々たるものであっても、やがて蓄積され、発展して大きなも

のに成長する。

わが校はこの十年来一貫して「学省のダイナミック化」というテーマに学校

をあげて取り組んで来た。そして 1978年には、それまでの成果を「学習のダ

イナミック化と形成的評価」という書物にして明治図書から出版した。この全

校を挙げての研究と平行して、各教官はそのテーマと同質、あるいは異質の研

究を個人的に行なってきた。今ここに発行する研究紀要は、これらの研究を収

録したものである。一般的に言って、附属学校に限らず、小中高校の現場の研

究泥要には教育実践に関する研究がほとんどである。一方大学が発行する紀要

には断然理論的研究が多い。その故かどうかはわからないが、実践的研究と理

論的研究を比較したとき、前者を軽視する風潮が現在でも存続しているが、 こ

れは非常に残念なことである。特に教育に船いて一番大切なのは教壇であり、

生徒との接触であり、実践である。現場を無視した理論は役に立たないばかり

でなく、ときには有害ですらあるということをわれわれは銘記して船かなけれ

ばならない。現場の実情に立脚した理論のみが本当に役に立ち、また逆に現場

の実践を通してその理論を評価することができるのである。

ここに発行する研究紀要は、執筆した教官達が現場の実践を通して行なった

研究の一端を収録した。先にも述べたように、決して完成したというものでは

ない.真理の一側面、一断面を明らかにしようとしたものである。とれを読ん

で下さる多くの方々の温いビ指導とビ批判をいただくよう願うものである。
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昭和57・58年度本校ならびに本校教官の研究活動

同

57年度

研究

2.

向上目標の設定とその評価に基づく指導法の改善

^計画性・実践力の育成をめざして^

(昭和57年度教育可院懇話会研究報告書)

58年度

^

亮

第27回中学佼教育研究発表協議会

(第27回中学校教育研究発表協議会研究報告書)

究主

教科

学習のダイナミプク死と形成的評価^実践力の育成をめぎして^
昭和58年5月31日(火)・6月1日(木)
みずみずしく着実な指導のために大阪大学助教授梶田叡

研究部長久我俊子研究の歩みと基本構想
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n 個人研究

1.研究発表(口頭)

久我俊子「食物領域の指導と評価」全附連家庭科研究会中国地区会(於鳥取大学)

S 5 8.8.2 1

久我俊子「学習のダイナミック化と形成的評価^実践力の育成をめざして^」

S58国立大学学部・附属学校教育研究協議会(於東京学芸大学)

S 58. 10. 13

畑勉「日付変更線の指導はどうし九らよいか」島根地理学会(於県立出雲商

業高校) S 57.フ.4

間庭朗「想像力の育成をはかる文学作品の読みの指導」全国国語教育研究協議会

(於岡山大学附中) S 57.10.29

加田紀機「生活単元学習^宿泊学習^」島根県特殊教育三瓶集会(於大田市

わらび荘) S 5 7.8.2~3

加田紀機・足立克洋・引野喜久代・三島修治「集団の中に入れきれない子どもの指

導^情緒的に不安定な子どもの指導・発達の差が著しい子どもの指導^」

第6回障害児教育を語る会(於島根大学教育学部附属小・中学校)

S 5 8.2. 10

加田紀機・足立克洋・引野喜久代・三島修治「小・中一貫教育をめざして^合同

学習ではぐくまれるもの^」第7回障害児教育を語ろ会(於島根大学

教育学部附属小学校) S59.2. 10

西山昇・高橋一博「〔木材加工1〕の実践」第31次産業教育研究連盟全国大会

(於岡山、石山花壇) S57.8.8

間田浩彬「社会認識の拡大・深化をはかる指導と評価」日本社会科教育研究会

(於岡山大学) S 58.10.15

山崎裕二「人間として市民としての自立を促す社会科の授業」日本社会科教育研究会

第32回全国研究大会(於岡山大学) S58. 10. 15

浜田裕三「自然をイメージ豊かにとらえ意欲的に探究する理科学習一天体教材での実

践^」理科教育学会(於島根大学) S57.フ

研 究 部

2.掲載論文

久我俊子

久我俊子

「中学校技術・家庭科における評価研究一形成的評価による指導法の改善

^」授業研究肱255(明治図書) S 58.9. 1

「形成的評価を利用した授業の改善一中学校技術・家庭科女子の場合^」

指導と評価(図書文化)日本教育評価研究会 S59.2.' 1
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畑

間庭

勉「出雲平野のくらし」地域文化研究3巻2号(ガ鰄文化研究会)S58.2

朗「戦国策『虎の威をかる孤』を指導する」月刊国語教育(東京法令出版)

S 5 7. 1 2

紀機・足立克洋・引野喜久代・三島修治「実践力(生活力)の育成をめざしナこ

宿泊学習」月刊精神薄弱児研究(日本文化科学社) S58.フ

昇・高橋一博「"杉の丸太を切ってみよう,で始まる木材加工1(男女共学)

の実践」 KGK ジャーナル肱7 V 01.'17 (開隆堂) S 5 7. 11

昇・高橋一博「杉丸太の輪切りで技術の原理を」技術教室布365(民衆社)

S 5 7. 1 2

義浩「中学校第3学年音楽科指導事伊」歌唱を中心とし九自己表現の学習①一」

教育音楽中・高版4(音楽之友社) S 57.4. 1

義浩「中学校第3学年音楽科指導事例歌唱を中心とした自己表現の学習②一」

教育音楽中・高版5(音楽之友社) S 57.5. 1

義浩「中学校第3学年音楽科指導事伊」歌唱を中心として自己表現の学習③一」

教育音楽中・高版6(音楽之友社) S 57.6. 1

義浩「中学校第3学年音楽科指導事例歌唱を中心とした自己表現の学習④一」

教育音楽中・高版7(音楽之友社) S 57.フ. 1

義浩「中学校第3学年音楽科指導事例歌唱を中心とし九自己表現の学習⑤一」

教育音楽中・高版8(音楽之友社) S 57.8. 1

義浩「音楽の学習と6・3・3制初等教育と音楽の基礎学習」季刊音楽教

育研究38(音楽之友社) S 59. 1. 1

浩彬「松平不眛と茶の湯」地域文化研究3巻2号(地域文化研究会)S58.2

裕二「江川流域の伝統行事と祭」地域文化研究3巻2号(地域文化研究会)

S 5 8.2

修治「運動に消極的な子の参加意欲を高める指導」実践障害児教育(学習研究社)

S 5 8.9

加田

昭和57・58年度本校ならびに本校教官の研究活動

西山

西山

田中

田中

田中

田中

田中

田中

間田

山崎

3.著 書

「地理の教材研究」篠原昭雄編著(明治図書)

「兀型への挑戦」木原健太Rβ・宮崎謹一郎編著(

S 5 7.9

「島根県大百科事典」岩成博・内藤正中他編著(山陰中央新報社)S

「社会科地理的分野の達成度評価」篠原昭雄編著(明治図書) S5

「中学校地歴総合学習展開事伊」集」佐藤照雄編著(東京法令出版)S

「公民の教材研究」星村平丙蘭著(明治図書) S57.9間田浩彬

S 5 7.9

日本教育研究センター)
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問田

間田

山崎

山崎

山崎

浩彬

浩彬

裕二

裕二

裕二

「島根県大百科事典」岩成博・内藤正中他編著(山陰中央新報社)S57.10

「社会科公民的分野の達成度評価」柿沼利昭編著(明治図書) S58.4

「ぽくらの島根県」有馬毅一郎編著(ポプラ社) S57.4

「島根の歴史資料集」安部登・門脇俊彦他編著(明治図書) S57.4

「島根県大百科事典」岩成博・内藤正中他編著(山陰中央新報社)S57.10

4.作

佐藤

佐藤

研

収男

収男

^
ロロ

究

「出雲神楽 SI00」第59回春陽展(東京都美術館) S57.4.27

「出雲神楽(三韓) S I0 0 」第60回春^(東京美術館) S58.4.27

他、島根洋画展、島根県総合美術展、春陽会山陰グループ展、春陽会大阪展

それぞれにS 57、 S 58各年度出品

「りハーサル(油彩)」島根洋画展(県立博物館) S 57.フ

「ラ・マンチャ地方(りキテックス)」松江市教委(県民会館) S 57.9

「りハーサル(油彩)」島根県教委(県立博物館) S 57. 11

「りハーサル(油彩)」島根県教委(県立博物館) S58. 11

「ブラームス・ドイツレフィエムバリトンソロ」島根大学声専合唱団

(4具民会館) S 5 7.10. 1 9

「ヘンデル.メサソヤバスソロ」島根大学音楽教室(県民会館)

S 5 7. 12.2 3

「ベートーヴェンCdurミサバスソロ」島根大学混声合唱団(県民会館)

S 5 9. 1、 1 1

加田

加田

加田

加田

田中

部

紀機

紀機

紀機

紀機

義浩

田中義浩

田中義浩

5. その他

田中義浩

田中義浩

「授業における合唱指導法、課外における合唱指導法」小学校音楽教育実技

(合唱)講座(於鳥取県教育センター) S57.フ 13

「合唱指導にっいて」境港市小学校音楽教育研究会(於境港市中央公

民館) S58.8.5

「生き生きとした歌声」鳥取県高等学校音楽教育連絡協議会(於県立由

良育英高等学校) S 5 8. 1 1. 17

田中義浩
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